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 要  旨 
 
コンカレントエンジニアリングによる設計開発においては，設計者は概念設計
段階から多くの異部門の専門知識が求められる．しかし，それは一般に困難であ
るため，異なる専門知識を持つ異部門の技術者が集合して，あるいは設計情報を
共有して設計を行なう協調設計が行われている．一方，設計ツールとして用いら
れている３D-CADは，立体形状の理解が容易になることや，ソリッドデータがCAE
やCAMなど多くの局面で利用可能であることなど多くの利点があり，近年の設計に
おいて一般化しつつある．したがって，異部門間での３D-CADモデルの共有は，前
述の協調設計において必須の条件と考えられる．しかし，関連企業の場合も含め
て，各部門は互いに異なる場所に存在することが多いことや，各部門で用いてい
る３D-CADの種類が異なるとデータ交換に不具合が生じるなどの問題点がある． 
一方，３D-CADの発展動向は，基本的に形状処理及び操作性向上に着目した発展
が多く，例えば材質や表面粗さという非形状情報を属性情報として扱う機能は不
十分であった．しかし，これらの属性情報は設計に必要な設計情報であり，また，
設計者の設計意図という重要な情報であるため，他の設計者や担当者間で共有化
され，概念設計段階から詳細設計段階まで全設計プロセスに活用されることが求
められている． 
これらの問題を解決するための方法として，設計プロセスに関わる複数の設計
者や解析者が，計算機のネットワーク分散環境下にいることを前提とし，異種３
D-CADのソリッドモデルをネットワークへの負荷を与えずに共有することを可能
にした協調設計支援ツールとしてソリッドモデリングブラウザの考え方が提案さ
れている．  
本研究では，このソリッドモデリングブラウザの実現に向けて，ネットワーク
通信部分の実装，任意の市販カーネルでの検証のための複数のソリッドモデリン
グカーネルの導入，ローカルモデルとリモートモデルを同一画面上に表示するた
めのグローバルIDの改良などに基づくシステムの拡張・開発を行った．さらに，
設計者が属性情報を付与する行為を支援する機能として，概念設計段階から３次
元モデルに様々な属性情報を付与することが可能であり，それらの属性情報を管
理し，詳細設計段階へも正確に伝える機能を開発したソリッドモデリングブラウ
ザの実システムに搭載し，より強力に設計を支援するシステムを開発した．また，
開発したシステムを用いて，ネットワーク環境にある２台の計算機を操作する２
名の設計者間で，実際の機械部品に関してソリッドモデルと属性情報の共有に基
づく協調設計を実行し，その有効性を示した． 
 
